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広報誌 第３４号 

理 念 

 私たちは、赤十字精神のも

とに、子どもたちの権利擁護

と最善の利益を守り、心身と

もに健やかな成長を図ること

のできる愛情のこもった養育

環境を提供します。 



 

牛乳パックを使ってコマをつくるワークショップ

をしました。ペンやシールを使い色鮮やかな個性

豊かなコマが出来上がっていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今年で３年目を迎えた赤十字キッズタウン！ 

県内の赤十字施設のお仕事体験にたくさんの子

ども達がきてくれました。 

乳児院のコーナーでは産まれたての赤ちゃんと

同じ３２００グラムの人形を使ってミルク授乳や

おむつ交換の体験をしてもらいました。 

人形を抱っこした６歳の女の子は、「産まれたて

の赤ちゃん！こんなに重いの～」と驚いた様子で

「お母さん！わたしの生まれたときの体重どの

位？」と尋ねる姿がみられました。 

保護者の方にも人形を抱っこしてもらうと「同

じ位の体重！そうそう！こんなに小さかったのよ

ね～」と我が子の赤ちゃんの頃を思い出し、成長

ぶりを実感しているようでした。 

 

 

赤ちゃんに話しかけながらミルク授乳！ 

今年は親子ともに赤ちゃん抱っこ体験を実施しま

した。人形を抱っこしながら親子の微笑ましい会話を

耳にして、『わが子の成長を感じたり、沢山の愛情に

包まれてで育ってきたことを知ってほしい！』という

私達の想いは伝わった♪と嬉しく思いました。（根田） 

 

 

赤十字広報特使の藤原紀香さんが子ども達と 

一緒にコマづくりを体験しました。 

紀香さんが作ったコマは乳児院の宝物♪ 

 

お仕事内容マスター中。 

おむつを換えて気持ちよくなったね！ 



 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

ひよこ組 

♪ラララ今日も元気なひよこさん。握手でおはよ

う…♪朝の歌が始まると急いで自分のイスに座っ

てお手々をパチパチ、体を揺らしリズムをとりま

す。ひとりずつ「おはよう」のあいさつのはずが、

お友達の分も皆で「おはよう!!」 

さあ、今日もスタートです。（進藤） 

ぱんだ組 

今年も菜園の活動がスタートしました。初めて種

まきをしたＹくんはプランターの側を通る度に「こ

こに種やったよね。」と興味津々。今はまだ種がど

のようになるのか理解できないようですが、土の中

から双葉が出たときのＹくんの反応が楽しみです。

（藤島） 

ばんび組 

院庭に出ると真っ先に砂場に向かい、何やら作り

始める子ども達。「うさぎのケーキ作るね」とＳち

ゃんは大はりきりです。お砂のスポンジケーキに葉

っぱでデコレーション。小枝のローソクを立てたら

お誕生会の始まりです。皆で♪ハッピバースディト

ゥーユー♪と大盛り上がりです。（鈴木(真)） 

ことり組 

 子ども達がとても楽しみにしていた動物園。首

を左右に振り振り。「キリンさんいた！」「おさる

だ！おさる！」「ガオー、ガオー」とお気に入りの

動物を見つけて大興奮！でも絵本で見る動物さん

より実物は何倍も大きくてとってもビックリ(笑) 

（高杉） 

 

新作のケーキを作る小さなパティシエ達 

握手でおはようのごあいさつ。次はぼくだよね。 

キリンさんってこんなに大きいんだ！ 

さるかに合戦のカニになったみたいだね 

保育室ダイアリー 
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7 月 26 日（土）夏の献血感謝祭 
 

みんな遊びに来てね！ 
 

 

 
 

秋田県赤十字血液センターを会場に９時～１６時

まで開催されます。 

当日は模擬献血体験・毎年「おいしい」と大好評の

無料屋台（やきそばなど）・親子で作るかわいい「け

んけつちゃん」缶バッジ作成・クイズ選手権など、ほ

かにもたくさんの楽しい催しがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

乳児院の新しい仲間 

 

編集後記 

夏になり思いだすのは、子どもの頃の夏休みの宿題。 

「早くすませてたっぷり遊ぶ」という理想的な計画は常

に妄想で終わり、いつも時間に追われ、大人になってか

らもそれは似ていて……… 

でも日は長いので、なぜか嬉しい。 

そんな夏が大好きです！日の光を浴びましょう！ 

最後に一句「暑いなと 不平漏らさず 楽しもう」 

私のモットーです。素敵な夏をお過ごしください。 

  （鎌田） 

里親支援専門相談員を配置しています！ 
 

 
 研修担当職員は、「今回の研修会で乳児院の子

どもたちと実際にふれあって、里親になりたい

という気持ちを強く持ってもらえたらうれし

い。里親になるには不安や悩みなどもあると思

うが、愛情を持って子どもを育てたいという人

になってもらいたい。全力でサポートしていき

たい。」と語りました。 

 研修会に参加した方は、「実際に子どもたちと

ふれあえて、とても有意義な時間を過ごせた。」

と笑顔で感想を述べてくれました。 

 当院では、今年度もう１回研修会を実施する

とともに、サロンも３回ほど実施する予定です。

詳細についてはどうぞご連絡ください。お待ち

しています。 

 

 

 当院では、昨年１２月から同相談員を配置し

ました。 

目的としては、里親になりたい人・なった人

の相談に乗ったり、里親のもとへ行った子ども

たちのアフターケアを行うためです。 

 ６月２１日（土）には当院を会場に里親研修

会が開催されました。 

 

 

ペコリ 
どうぞ 

よろしく 

お願いします 

 

血液センターからのお知らせ 

 

佐々木保育士、三浦調理員    二木准看護師、木元保育士、鹿嶋保育士  藤原保育士 
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